















Research regarding the Meaning of Life for Students Aiming to Obtain Professional 
Childcare Qualifications.  ─ Focusing on Life and Death Experience, Maternal Philosophy, 
Meaning of Life as well as Sense of Authenticity ─
This study examines the relevance of life and death experiences, the meaning of life, 
maternal philosophy, and the sense of authenticity of students aiming for a professional childcare 
qualification at a professional childcare institution. A self-written study targeting 204 first-and 
second-year students was conducted. Consequently, six factors with an impact on the meaning 
of life, namely, a sense of connection to life, a sense of mission, a real sense of life, recognition 
of maternal role, unconditional love, and a sense of authenticity, were extracted. A study on 





























































































































































M（SD） Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性
第Ⅰ因子：命のつながり感
自分の命は後の世の誰かに受け継がれる 3．76（ ．99） ．95 ―．05 ―．96 ．71
自分の命は次の世代につながっていると思う 3．91（ ．95） ．88 ―．20 ．09 ．71
次の世に命を残すことで自分の命の意味は生まれると思う 3．53（1．64） ．79 ―．10 ．09 ．70
自分は後の世に命を残すために存在している 3．67（ ．97） ．73 ―．05 ．10 ．65
他の生きとし生けるもの全てと自分の命はつながっている 3．87（ ．95） ．70 ．23 ―10 ．77
自分の命はすべての生き物の命につながっていると思う 3．76（ ．97） ．68 ．23 ―．05 ．75
人も自然もあらゆる命はつながっていると思う 4．12（ ．82） ．61 ．07 ．07 ．58
自分の命の証をこの世の中に残していきたい 3．78（ ．96） ．52 ．22 ．00 ．53
第Ⅱ因子：命の尊重への関与
人の命を救うことに役立ちたい 4．11（ ．81） ．01 ．99 ―．15 ．82
人の命を救うことに力を尽くしたい 4．03（ ．81） ―．14 ．98 ．04 ．83
与えられた命を人のために活かしたい 4．08（ ．88） ．08 ．75 ．07 ．81
限りある命を誰かのために活かしたい 4．06（ ．88） ―．04 ．74 ．17 ．78
亡くなった人の命を意味あるものにしてあげたいと思う 4．16（ ．83） ．17 ．50 ．12 ．66
第Ⅲ因子：命の実感
この世に命として生を受けたと感じる 4．11（ ．78） ―．01 ―．01 ．88 ．69
自分が生きていると心から感じる 4．18（ ．77） ―．04 ―．01 ．87 ．70
自分の身体のすみずみまで命が宿っている 3．87（ ．90） ．12 ．08 ．60 ．63
生命の輝きを実感する瞬間がある 3．86（ ．89） ．15 ．01 52 ．54


















M（SD） Ⅰ Ⅱ 共通性
第Ⅰ因子：母親役割認識
子どもを産んで育てるのは､ 社会に対する女の務めである 3.03（ .08） .88 ―.01 .73
女は子どもをもつことで､ 人生の価値を知ることができる 3.03（1.07） .85 .07 .77
子どもを産んで育てなければ､ 女にうまれた甲斐がない 2.56（1.21） .82 ―.02 .63
育児は女に向いている仕事であるから､ するのが自然である 2.94（1.13） .81 .06 .70
どんなことをしても､ 赤ちゃんは母乳で育てるべきである 3.22（1.03） .69 .84 .56
赤ちゃんを産んではじめて､ 子どものかわいらしさがわかる 3.29（1.19） .60 .12 .53
母親が子どもの成長を生きがいにするのは間違っている 2.76（1.05） .47 ―.20 .16
第Ⅱ因子：無償の愛情
わが子のためなら､ 自分を犠牲にすることができる 4.12（ .78） ―.23 .96 .57
わが子の存在を感じるだけで､ 毎日の生活に張りが出る 4.07（ .77） ―.62 .82 .57
子どもを育てるのは､ 生みの母が最良である 3.93（ .93） .15 .61 .52
わが子の成長を見とどけるために､ 長生きをしなければならない 4.14（ .85） ―.02 .61 .37
母親がわが子を自分の一部だと感じるのは当然である 4.01（ .92） .15 .59 .49






いつでも揺るがない「自分」をもっている 3.36（ .99） .89 .74
いつも自分を見失わないでいられる 3.27（ .95） .88 .69
いつも自分らしくいられる 3.47（ .98） .88 .72
これが自分だ、と実感できるものがある 3.5（ .95） .84 .62
人前でありのままの自分が出せる 3.27（1.02） .83 .59





























命のつながり感 命の尊重への関与 命の実感 母親役割認識 無償の愛 本来感
命のつながり感 ―
命の尊重への関与 .62** ―
命の実感 .64** .60** ―
母親役割認識 .46** .39** .32** ―
無償の愛 .52** .44** .46** .58** ―























「生」体験（有） 「生」体験（無） 主効果 交互作用
「死」体験（有）「死」体験（無）「死」体験（有）「死」体験（無）「生」体験 「死」体験
（n＝71） （n＝43） （n＝36） （n＝44） F値 F値 F値
命のつながり感
29．56 29．58 32．67 31．02 6．54＊＊ ．84 ．88
（ 6．63） （ 6．00） （ 5．24） （ 5．46） （有＜無）
命の尊重への関与
20．03 20．40 21．19 20．59 1．59 ．05 ．81
（ 4．13） （ 3．20） （ 3．31） （ 3．45）
命の実感
16．14 15．63 16．47 15．93 ．58 1．59 ．00
（ 2．82） （ 2．95） （ 2．89） （ 2．61）
母親役割認識
19．93 19．81 22．42 22．00 6．85＊＊ ．09 ．03
（ 5．76） （ 6．21） （ 6．50） （ 5．86） （有＜無）
無償の愛
23．41 24．65 24．56 24．34 ．51 ．78 1．56
（ 3．89） （ 4．30） （ 3．71） （ 3．80）
本来感
20．32 19．4 21．78 20．34 2．70 2．63 ．12
（ 5．01） （ 5．78） （ 3．37） （ 5．18）
＊＊p＜．01　　
注）小数点第三位で四捨五入した。上段は平均値，下段は標準偏差を示した。F値の下段に多重比較の結果を示した。　
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Ⅳ．まとめと今後の課題
　「生」体験が無いほど「命のつながり感」が有意に高く，「生」体験が無いほど「母親役割認
識」が有意に高いことが示された。保育士資格取得予定の学生の命の意味づけに与える影響と
して「命のつながり感」「命の尊重への関与」「命の実感」「母親役割認識」「無償の愛」「本来
感」の6因子が抽出された。その相関関係は「母親役割認識」と「無償の愛」に関連性が強
かった。これは命には見返りを求めない無償の愛情が必要であることに加え，母親役割を認識
することが重要であることがわかった。「命の実感」と「命の尊重への関与」に関連性が強く
あり，命があることを実感してこそ命を人のために活かしたい，命があるが故に人に役立つこ
とをしようする心が醸成される考えを確認した。また，「命のつながり感」と「命の尊重への
関与」「命の実感」「無償の愛」に関連性が強いことが確認されたことから，命のつながりは命
を実感として感じそれを育もうとする関わり因子，それに対し無償の愛を注ぐ母親の存在が
あってこそ成り立つものであると捉えられた。
　本研究により保育士養成施設における保育士資格取得予定の学生は，命のつながりを認識す
ることから命を実感し，無償の愛を注ぐ母親的存在により命を意味づけしていくということが
示唆された。しかし，保育士資格取得予定の学生の命の意味づけをみていくためには，今回は
女子学生を限定しているが，男子学生を研究対象とした調査をしていく必要がある。また，一
般の学生を対象とした結果と比較していく必要がある。家族構成として「ペット」の位置づけ
も重要であり，家族の一員として含め「家族の概念」を捉える必要がある。更に，学生にとっ
て「体験」はどのくらい響いているのか，スケールを用いて質問項目を検討していくことを考
慮した研究は今後の課題である。
付記
　本稿は，その一部を第69回日本保育学会にて口頭発表している。
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